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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
金
型
メ
ー

カ
ー
の
Ｔ
Ｍ
Ｗ
（
愛
知
県
稲

城
市
、
立
松
宏
樹
社
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
ヒ
ー
タ
ー
メ
ー

カ
ー
ら
と
共
同
で
、
消
費
電

力
を
従
来
比
で
３
割
削
減
で

き
る
ホ
ッ
ト
ラ
ン
ナ
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
た
。
マ
ニ
ホ
ー

ル
ド
の
断
熱
や
、
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
ヒ
ー
タ
の
制
御
、
特
殊

な
ノ
ズ
ル
を
採
用
す
る
こ
と

で
実
現
し
た
。
ま
ず
は
Ｔ
Ｍ

Ｗ
の
金
型
に
採
用
し
て
い
く

計
画
で
、
２
０
２
５
年
の
販

売
開
始
を
目
指
す
。

　

消
費
電
力
を
削
減
で
き
る

ホ
ッ
ト
ラ
ン
ナ
シ
ス
テ
ム

「
Ｃ
Ｎ
―
Ｈ
Ｒ
」
は
、
ヒ
ー

タ
ー
メ
ー
カ
ー
の
平
和
電
機

（
愛
知
県
一
宮
市
、
大
澤
考

佳
社
長
）、
金
型
業
向
け
経

営
・
技
術
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ

Ｋ
Ｓ
（
三
重
県
桑
名
市
、
俵

菊
生
社
長
）
の
３
社
で
共
同

開
発
し
た
。

　

そ
れ
を
可
能
に
し
た
技
術

は
大
き
く
３
つ
あ
る
。
一
つ

目
は
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
の
放
射

熱
を
効
率
よ
く
閉
じ
込
め
た

こ
と
。
こ
れ
ま
で
断
熱
材
で

抑
え
る
方
法
は
あ
っ
た
が
、

運
用
面
で
課
題
も
あ
っ
た
た

め
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
カ
バ

ー
を
採
用
し
た
。

　

も
う
一
つ
が
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
ヒ
ー
タ
の
最
適
制
御
。
一

本
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
ヒ
ー
タ

を
３
つ
の
部
分
ご
と
に
最
適

に
温
度
制
御
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
熱
が

必
要
な
部
分
を
高
温
に
す
る

一
方
、
熱
が
蓄
積
さ
れ
る
中

央
部
は
温
度
が
高
ま
る
と
ス

イ
ッ
チ
を
切
れ
る
よ
う
に
し

た
。
最
後
が
独
自
開
発
し
た

ノ
ズ
ル
部
。
ヒ
ー
タ
の
発
熱

を
効
率
よ
く
伝
え
ら
れ
る
よ

う
な
特
殊
機
構
を
採
用
し

た
。

　

こ
う
し
た
技
術
に
よ
り
、

従
来
に
比
べ
、
消
費
電
力
を

３
割
削
減
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
さ
ら
に
性
能
面
で

も
、
２
３
０
℃
ま
で
高
温
に

す
る
試
験
で
は
、
昇
温
性
能

も
温
度
の
安
定
性
も
共
に
改

善
し
た
と
い
う
。

　

今
回
開
発
し
た
ホ
ッ
ト
ラ

ン
ナ
は
省
エ
ネ
効
果
の
高
い

仕
様
で
比
較
的
大
型
の
金
型

に
適
し
て
い
る
。
一
方
、
ノ

ズ
ル
の
温
度
を
安
定
化
さ
せ

る
こ
と
を
重
視
し
た
タ
イ
プ

も
同
時
に
開
発
を
進
め
て
お

り
「
そ
ち
ら
は
ガ
ス
発
生
の

抑
制
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

お
り
、
エ
ン
プ
ラ
を
使
用
す

る
精
密
金
型
に
提
案
し
て
い

き
た
い
」（
俵
社
長
）
と
い

う
。

　

現
在
は
、
Ｔ
Ｍ
Ｗ
の
大
型

金
型
で
効
果
な
ど
を
試
し
て

お
り
、
ま
ず
は
同
社
の
金
型

に
採
用
し
て
い
く
計
画
だ
。

製
品
と
し
て
の
販
売
は
25
年

頃
の
予
定
で
、
価
格
は
「
従

来
の
ホ
ッ
ト
ラ
ン
ナ
よ
り
高

く
な
る
が
、
削
減
し
た
電
気

使
用
量
（
価
格
）
と
相
殺
で

き
る
程
度
で
検
討
し
て
い

る
」（
俵
社
長
）
と
い
う
。

独自開発した
ノズル部

電
力
３
割
減
の
ホ
ッ
ト
ラ
ン
ナ

Ｔ
Ｍ
Ｗ
、
平
和
電
機
、

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ 
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ 

３
社
が
共
同
開
発


